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地域構想学研究教育報告，No.2（2012）
学科をあげた震災被災地へのかかわり
大震災発生と学科の総力をあげた取り組み
　地域構想学科における研究教育を紹介するメ
ディアとして企画された本誌は，その創刊からミ
レニアム規模という３.11東日本大震災に直面し
た。学科の学生・教員も自宅を失うなどの被害を
うけた。この事態の中で，安否確認を終えた震災
発生２週間後の３月25日，自らも被災者となった
宮城学科長によるアピール「今こそボランティア
を－地域構想学科の学生諸君へ」を学生に発する
とともに，４月には地域構想学科の総力を傾注し
て「被災地における地域防災の取り組みと今回の
震災・津波における避難対応に関する実地調査プ
ロジェクト」をスタートさせた。さらに４月25日
には学生に向けて改めて「地域構想学科の総力を
あげた地域活動へ諸君の貢献を」（１号巻末に掲
載）の呼びかけを行った。さらには増子教授によ
る津波被災地多賀城市の学童保育ホランティアへ
の参加が要請された。これらの調査・支援活動に
各ゼミおよび２年次発展実習等を活用して多くの
学生と教員が参加した。実地調査プロジェクトで
調査された数百件の被災行動記録については，現
在分析が進められている。
「地域災害と環境脆弱性の克服」研究
　私立大学戦略的研究基盤形成事業「地域災害・
環境脆弱性とその克服と持続基盤形成を促す大
学・地域協働拠点の構築」は，震災前の2010年に
宮城教授を代表として，2011年度から３ケ年にわ
たって構想された研究プロジェクトであったが，
まさに大震災を受けてのスタートとなった。プロ
ジェクトの支援をうけて行われた調査は，沿岸の
津波被災地域をはじめとする国内，およびタイの
大洪水被災地をはじめとする国外，あわせて240
件を数えた。
　2012年１月20日には，プロジェクトのキックオフ
ミーティング「地域災害と環境脆弱性の克服」に
関する国際会議と地域会議が開催された。午前の
国際会議，午後の地域会議をあわせて300名の来場
があり，用意した資料集に大幅に不足する盛況と
なり，同テーマの社会的関心の高さがうかがわれ
た。会議のポスターと報告内容を以下に紹介する。
＜国際会議＞
星宮学長，柴田副学長の挨拶
宮城豊彦：趣旨説明「ミレニアムクラスの複合災害
を克服するための新しいパラダイムの構築」
宮城豊彦：東日本大震災における海岸林の津波減衰
効 果Charlchai Tanavud，Thudchai Sansena： 南
タイにおける2004年インド洋大津波の被害とその
修復
Vien Ngoc Nam , Le van Sinh：ベトナムホーチミン
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市カンザ地区のマングローブ林における激烈な破
壊とその修復
Yeqiao Wang：気候変化モニタリングおよび予測と
自然災害へ適応への意思決定支援：アメリカ合衆
国東部の事例
呉正方：長白火山における災害過程の数値シミュレー
ションと早期警戒技術
崔成吉：韓国東海岸における、2002年台風ルサによ
る土石流災害とその地形条件
朴志君：韓国東海岸における中期完新世以降の斜面
崩壊の発生史
馬場繁幸・渡辺信：琉球大学熱帯生物圏研究センター
からの報告
＜地域会議＞
宮城豊彦：旨説明「地域災害脆弱性の克服に関する
地域協働型研究の意義」
鈴木亨：七ヶ浜町花渕浜地区における自主防災組織
の行動
遠藤勝・西川信男：塩釜市浦戸野々島における被災
状況と震災対応
佐藤浩明・荻野繁樹：七ヶ浜町の震災対応と復興の
あり方
渋谷大司・熊谷信太郎：多賀城市における都市型防
災対策と震災対応
佐藤健一：気仙沼市の激烈な震災・津波を乗り越え
る防災
増子正・大澤史伸：震災時の若林区における民生委
員の行動
松本秀明：津波堆積物からみた2011年巨大津波と古
津波の規模
川島秀一：津波記念碑からみた三陸沿岸の生活文化
植田今日子：なぜ津波常襲地に人々は帰るのか－気
仙沼市唐桑舞根地区からの報告
岡崎勧造・鈴木宏哉・佐々木桂二：被災地子どもの
運動による健康支援活動
岩動志乃夫：被災地における食品スーパーの再開状
況と今後の対策－仙台市泉区・太白区を事例に
柳井雅也：復興特区域を活用した地域づくり
平吹喜彦・富田瑞樹・菅野洋・原慶太郎：持続可能
な地域づくりに向けた海岸エコトーン・プラット
フォーム構築: 協働による調査・提案・復興支援
富田瑞樹・菅野洋・鴇田朋允：南蒲生新浜/海岸エコ
トーンモニタリングネットワーク海岸エコトーン
モニタリングからわかってきた生態系の自己修復
プロセス
原慶太郎・平吹喜彦・富田瑞樹：海岸エコトーンモ
ニタリングから始まるランドスケープ再生
内山庄一郎・林一成・齋藤綾子・宮城豊彦：東北学
院大学における地域情報カスタマイズユニットの
構築とGIS防災地図作成の将来像
* * *
　これらの報告内容は報告書にまとめられ，関係者
や関係機関に配布される予定である。報告書の入
手については，地域構想学科合研に問い合わせを。
各ゼミでの取り組み
　各研究室やゼミナールでも被災地域に関する調
査支援の取り組みも行われているので紹介する。
　増子研究室では，若林区社会福祉協議会などと
の共同で、民生委員児童委員の震災時の行動に関
する調査が行われ，2012年３月に報告書にまとめ
られた。
　松本研究室では，東松島市宮戸・野蒜地域の文
化遺産の再生・活用検討実行委員会による復興ま
ちづくり計画策定の基礎事業に参加し，縄文時代
前期まで遡る巨大災害履歴の検出を行った。成果
の一部は「大浜からから連続する谷底低地の地形
と災害履歴」と題して，平成23年度宮戸・野蒜地
域の文化遺産の再生・活用検討事業実績報告書に
まとめられた。
　天野研究室では、仙台市を中心に体育・スポーツ
施設における震災の影響を調査した。施設の被害状
況、災害時の施設の活用、地域住民の施設利用形
態の変化を中心に震災前後の変化に着眼した調査
で、成果は「仙台市における災害時の公共スポーツ
施設及び利用者調査報告書」としてまとめられた。
　岩動ゼミでは，岩手県雫石町の中心商業地活性
化事業（元祖軽トラ市）について調査を実施した。
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沿岸被災地からの出店業者もあり，沿岸と内陸部
との交流を通して復興支援に大きな役割を果たし
ていることを「雫石町における中心商店街活性化
事業と情報化に対応した観光地の取り組み」と題
する報告書にまとめた。
　また本号巻頭の金菱准教授を中心とするプロ
ジェクトによる震災証言集に，多くの被災学生が
寄稿している。
卒業論文による被災地支援・調査
　ゼミや実習においても被災地を対象とする調査
や支援が取り組まれた。そのうち卒業論文で震災
被災地にかかわるものを以下に紹介する。
* * *
加川崇博：東日本大震災における住宅団地の地盤変
状に関する調査（宮城ゼミ）
松野宏紀：東日本大震災における桑折町中心部の建
物被害調査（宮城ゼミ）
星光：東北地方太平洋沖地震による蓬莱団地の地震
被害の実態とその背景についての研究（宮城ゼミ）
塙和：東日本大震災時に生じた津波による流木の発
生とその分布傾向仙台平野の観察例（同）
今野友佳子：仙台新港とその周辺地域の残存林がも
たらす漂流物捕捉効果について（同）
関内彩香：東日本大震災時の強振動による斜面崩壊
の発生とその特徴－浦戸諸島,桂島・野々島におけ
る調査（同）
氏家翔：東日本大震災による松島湾寒風沢島の外形
部における地形の破壊状況（同）
森谷綾香：東日本大震災における海岸林・沿岸域の
破壊実態と津波減衰効果（同）
小山悠・守由紀子・亀山武史：孤立から親密へと変
化する仮設住宅－志津川中学校仮設住宅の事例か
ら（金菱ゼミ）
伊藤卓洋・互野萌・長島華子：まちの美化運動と避
難行動の関係性－住民による東部道路の所有から
考える（同）
佐藤航太・大内千春・高橋智美：理想的なコミュニティ
を生み出す地域性と共同性の要件－宮城県名取市
箱塚桜団地仮設住宅を事例に（同）
菊地修平：３.11東日本大震災における災害ボランティ
アセンターの運営形式について－名取市災害ボラ
ンティアセンターを事例として（佐久間ゼミ）
佐藤瑞希：名取市耕谷地区における震災被害と復興
への取り組み（高野ゼミ）
佐々木歩：仙台市泉区における東日本大震災後の食
料品スーパーの営業再開時期の差異とその要因（岩
動ゼミ）
山谷麻佑子：東日本大震災時におけるマレーシア人
留学生の行動についての考察－宮城県仙台市の事
例（柳井ゼミ）
半谷恵：東日本大震災における「道の駅」の役割～
宮城県石巻市「道の駅上品の郷」を事例に（同）
井上大佑：東日本大震災における被災者の支援物資
のニーズ変化（増子ゼミ）
渋谷祐介：東北地方太平洋沖地震被災者におけるボ
ランティアへのニーズ変化（同）
白江佳奈：災害ボランティアセンターと避難所間の
情報のあり方（同）
酒井優：地域防災活動における民生委員の役割（同）
畠山信之：東日本大震災による地域住民の支え合い
の変化（同）
武田和也：東日本大震災による人との繋がりの変化
（同）
佐藤斐香：災害ボランティアセンターの地域貢献の
可能性－仙台市災害ボランティアセンターを事例
に（菅原ゼミ）
針生樹：災害ボランティア参加者のニーズ－東日本
大震災・仙台市５区の災害ボランティアセンター
の事例（同）
浅野綾：震災時における心のケア－阪神・淡路大震
災を事例として（同）
藤原真則：被災地におけるコミュニティビジネスの
現状と課題（同）
* * *
　なおこのうち，佐藤航太・大内千春・高橋智美の
３君による共同研究は2011年度の教養学部最優秀卒
論に選ばれ，教養学部論集に掲載される予定である。
